
 

 

 

 

 

令和８年５月２０日（水）須賀川市内小学校・義務教育学校１１校７９０人による第５５回交

通安全鼓笛パレードが開催されました。このパレードは、交通安全を市民に呼びかけ、交通事故

ゼロと交通安全意識を高めることを目的に昭和４７年から開催されており、今年で５５回目の開

催となりました。 

 子どもたちの演奏は、安全・安心な街づくりに寄与すると共に広く市民の皆様へ学校教育の発

表の場にもなっています。沿道からはたくさんの保護者や地域の方々から大きな声援が送られて

いました。元気よく演奏する姿に須賀川市の発展を期待させてくれます。 

 

学 校 教 頭 研 修 会 

令和８年６月１日（月）に、令和８年度須賀川市立学校教頭研修会が開催されました。 

教育長あいさつでは、まず、1 点目、「安全・安心な学校づくり」について、「子どもの命」を守る

教育と、施設の安全管理は何よりも優先されるべきこと。２点目は、「魅力ある学校づくり」について、

グランドデザインからの校長先生が目指す学校づくりの実現に向け、教頭として学校経営への積極

的なかかわりを期待していること、３点目に「教職員の不祥事防止」について、教頭先生自らがよ

り一層の自覚をもって行動するとともに、自分の職場から決して不祥事を出さないという揺るぎな

い決意のもと、日々の校務にあたるようお願したいことの３点がありました。 

また、教育研修センター・教育支援センター所長からも３点の内容で話がありました、１点目は、

やはりグランドデザインにおける校長先生の学校経営・運営の具現化に向けて教職員の資質向上、

授業における指導力の向上を図りながら学校経営に積極的にかかわっていくこと、２点目に教頭先

生は、学校の入口でもあり出口でもある、学校の代表と

して様々なことに判断しスピード感をもって対応するこ

とが求められること、３点目に何が重大なことなのか、

何が優先事項なのか、組織でどう対応するのかなど対応

策を持っての報・連・相が大事であること、教頭先生と

しての在り方について話がありました。 

 
 

 

交通事故ゼロ！ 市民へ響きわたる鼓笛パレード！ 



第１回特別支援教育研修会 
令和８年 6月２日（火）に、令和８年度第１回特別支援教育研修会が、特別支援教育コーディネ

ーターや特別支援教育支援員の方々を対象に行われました。 

福島県立石川支援学校 特別支援教育アドバイザー 小河原 健一 様 を講師として、「特別な

支援を要する子どもたちの理解と支援の在り方」をテーマに研修をしました。特別支援教育を進め

る上で大切にしたいことでは、一つ目に良いところを見つめさらに伸ばす教育であること、二つ目

に障がい特性に応じた支援を行うことがあげられました。 

また、発達障がいについては、LD、自閉症、ADHD の特性について説明があり、それぞれに苦

手なところ、強みとなるところを見とりながら対応することの講義がありました。 

今年度もそれぞれの業務を考慮して時間をずらし実施しました。また、特別支援教育コーディネ

ーター部会と特別支援教育支援員部会に分かれ、それぞれの役割についての講義・演習及び現状と

課題についての協議と情報交換を行い、日々の実践や悩みなど共有し、これからの特別支援教育に

ついて理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度須賀川市教

育研修センター・教育支

援センター研修講座が開

催されます。 

今年度は２９講座を開

設します。後日、案内を

お送りします。たくさん

の先生方の受講をお待ち

しております。 

＜一部抜粋＞ 


